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学校だより 令和５年７月 

新宿区立四谷第六小学校 

校 長  岩 澤  肇 

【 教 育 目 標 】 

・自ら学ぶ子ども 

・たくましい子ども 

・思いやりのある子ども 
よつろく 

１年生の窓 

１年担任 

 学校生活にも慣れ、「今日の学習は何をやる？」

「給食が美味しい！」と毎日、目を輝かせながら生

活しています。 

 朝顔を一生懸命育てています。「つるが伸びた

よ。」「葉っぱが手より大きい。」と成長の様子を伝え

てくれます。朝顔とともに子どもたちがぐんぐんと

育っていくのが楽しみです。 

                個人面談のお知らせ       教務主任 

 ７月１１日（火）・１３日（木）・１４日（金）・１８日（火）・１９日（水） 

上記の日程で個人面談を行います。学校での様子や家庭の様子について情報交換をしたいと思います。面談日時

については先日、各学級より配布しております。都合が悪くなった場合は、連絡帳にて担任までお知らせください。 

 

 

児童の体力低下を受け止めながら 
                          校長  岩澤 肇 

 ６月の学校公開には多くの皆様の参観をいただきました。久しぶりにあまり入校制限を設けない形で実施

させていただきましたが、大きな混乱なく実施することができました。ご協力ありがとうございました。 

さて、公開の中では、スポーツテストの実施もご覧いただきました。児童の記録を確認いただきますと、や

はりこのコロナ期間に大きく数値が下がっていることが感じられたかと思います。全国的な傾向については、

スポーツ庁のホームページに室伏長官の令和４年度の総評のビデオがありますので、お時間がある方はご覧

いただくとよいかと思います。また、このビデオの中にもありますが、運動に対する二極化傾向も顕著になっ

ていると言われています。二極化にも二つあり、一つ目は運動する子としない子の二極化、二つ目は個人内の

できるスポーツとできないスポーツの二極化と言われています。 

 現在、体育の授業では、３年ぶりにまったく制限なしの通常水泳指導を行っていますが、これもスイミング

スクールに通っていた児童にとっては「できるスポーツ」となると思いますが、そうでない児童にとっては

「ほとんど経験のないスポーツ」つまり「できないスポーツ」となります。そういった個人内の二極化にも対

応しながら、全体としての体力向上への観点をもちながら、体育授業や各行事を進めているところです。ま

た、女神湖や日光に関しても、コロナ以前の長い距離のハイキングは、まだ区としても推奨していない中での

実施となります。少しずつご家庭とも連携しながら、児童の体力をコロナ前の水準に戻していけるよう日々

努めてまいりたいと思っています。また、スポーツテストの結果が戻ってきましたら、ご自分のお子様の体力

についてじっくりとご覧いただければと思います。 

 

 

  

 

 

ふれあい月間の取組について 

生活指導主任 

新宿区では、６月、１１月、２月を「ふれあい月

間」と位置づけ、友人関係や日頃からの教員の指導

の在り方を見直す機会としています。 

児童へのアンケート調査等の内容については、学

校が責任をもって対応していきます。必要に応じて

ご家庭に連絡をしますので、対応へのご協力をお願

いします。 

 

 

６月の通知でもお知らせしましたが、都庁・区役所にお願いはしておりますが、いまだに職員室の

人員不足に対して改善が図れていません。大変申し訳ありませんが、欠席連絡の HP利用や電話問い合

わせを児童下校後にしていただく等のご協力を引き続きお願いいたします。 
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